
株式会社計測技術研究所 

自動計測ソフトTPについて 
 

様々な計測器による自動化のすすめ 
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AGENDA 

第１章 自動計測の必要性 
第２章 自動計測の概要 
第３章 自動計測の実際 
第４章 TP (Test Process automation)  

http://www.ppt-vorlagen.de/
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第１章 自動計測の必要性 
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手作業による測定の問題点 

熟練したとしても 
手作業には限界が・・ 

機器の操作（設定、測定）に時間がかかる 
測定結果がばらつく可能性（人為的なミス） 
結果の記録（検査成績書等）も同様 
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手動と自動の比較 

手動（人間） 自動（ＰＣ） 

立ち上げ期間 短い 長い（ソフトウエアに依存） 
スピード 遅い 速い 
正確性 作業者に依存 高い（ソフトウエアに依存） 
安定性 作業者に依存 高い 

使用する機器に依存する可能性有り 
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自動計測とは？ 

 PCと様々な機器をインターフェースを介して接続し 
 PCから機器をコントロールして測定結果をPCに取り込む 
 さらに、結果をDB化していつでも取り出せるようにすること。 

データベース 

リポート出力 

インターフェース 
・GP-IB/IEEE488 
・USB 
・RS-232C 
・LANなど 
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必要なものは？ 

ハードウエア（測定に必要な機器） 
 ソフトウエア（開発環境） 
各種スキル（ハードウエア、ソフトウエア） 

必要な機器は？ 
DMM, DSO 
直流電源 
冶具 …etc 

ソフトウエアは？ 
VisualBasic, VBA 
Visual C++, C# 
LabVIEW  …etc 

試験の要求仕様は？ 
試験手順？ 
規格準拠？ 
…etc 
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各種インターフェース 

インターフェース 特徴 備考 
GP-IB / IEEE488 1978にANSI-IEEE488として規格化された計測制

御用インターフェースで転送速度は最大でも
8MB/sであり大容量の転送には向かない。 

後に通信コマンド仕様まで規定した
IEEE488.2やSCPI (Standard Commands for 
Programmable Instruments)に発展。 

USB 1996年にPC用周辺機器の接続用に開発されたも
ので当初の転送速度は最大12Mbps（USB1.1）
だったが、数年単位で高速化され現在では
20Gbps（USB3.2）となっている。 

後に計測制御用としてGP-IBからの移行が容
易なUSBTMC (USB Test & Measurement 
Class) として発展。 

LAN / Ethernet 1980年にIEEE規格としてスタートし、転送速度
は10Mbps（10BASE5）から現在では1Gbps
（1000BASE-T）まで普及している。 

後に計測用に拡張されたLXI (Lan eXtensions 
for Instrumentation)に発展。 
GP-IBとUSBが非絶縁なのに対してEthernet
は絶縁されている。 

GP-IB / IEEE488 LAN / Ethernet 

Aタイプ Bタイプ 

USB 
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ソフトウエア開発環境の種類 

開発環境 ベンダー 参考価格 概要 
VB (Visual Basic) Microsoft Visual Studioとし

て販売しており、 
Editionによって 
6 ～ 33万円前後 
※個人ユーザ向け
無償版有り 

初心者向けプログラミング言語として普及 

VC++ (Visual C++) Microsoft C++はC言語にオブジェクト指向が追加されたものであ
り、C言語と互換性があるため混在可能。 

VC# (Visual C#) Microsoft C#はC++とJavaをもとに開発されたプログラミング言
語だが、C++との互換性はない。 

VBA  Microsoft Officeの価格に含
まれる 

Visual Basic for Applicationの略でExcel等に組み込まれ
たVisual Basic 
Microsoft Officeがインストールされていれば新たに購
入する必要はないためコストメリットは高い。 

LabVIEW  National Instruments 
(NI) 

Editionによって 
6 ～ 68万円前後 
※個人ユーザ向け
（6千円弱）有り 

計測制御用に最適化されたグラフィカルプログラミン
グ環境で、膨大な計測器ライブラリを持っている。 

※ VB.NET, VC++.NET, VC#.NETと呼ばれることもありますが、ここでは省略しています。 
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ソフトウエア開発環境の選択は？ 

汎用ソフト開発環境 
（VC++, VC#, ...etc） 

計測用ソフト開発環境 
（LabVIEWなど） 

簡易ソフト開発環境 
（Excel VBA） 

専用ソフト 
（特注） Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

カバー範囲（出来ること） 

要求仕様（ゴール） 

Ａ～Ｃは導入後にかかる
ユーザの手間（工数） 

専用ソフトは導入後
すぐに使えるが納期
とコストがかかる。 

汎用開発環境は何でも
できるが開発が大変 

Excelでデータ処理 
（帳票作成）するこ
とが前提です。 

本セミナーでは・・・ 
 
 Excel VBA を選択します。 
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ハードウエア 

機器名称 用途 データ形式 備考 
直流電源 直流電源の供給 数値 (ASCII) 

交流電源 交流電源の供給 数値 (ASCII) 

直流電子負荷 直流用の負荷 数値 (ASCII) 

交流電子負荷 交流用の負荷 数値 (ASCII) 

デジタルマルチメータ 電圧、電流など 数値 (ASCII) 

パワーメータ 交流電力等の測定用 数値 (ASCII) 高機能機種は波形も有り 

デジタルオシロスコープ 各種波形観測用 数値 (ASCII)、波形 (Binary) 

メモリーレコーダ 各種波形記録用 数値 (ASCII)、波形 (Binary) 

自動化する場合、データ形式が 
非常に重要であり、プログラム 
作成の難易度に大きく影響する。 
また、コマンド体系についても 
同様であり、シンプルな体系の 
方が間違いなく扱いやすい。 

GP-IBやUSBTMCではIEEE488.2 
及びSCPI（Standard Commands 
for  Programmable Instruments） 
によりある程度標準化されている 

http://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/dc.html
http://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/ac.html
http://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/dc-load.html
http://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/ac-load.html
https://www.iti.iwatsu.co.jp/ja/products/voac/index.html
https://www.hioki.co.jp/jp/products/list/?category=38
https://jp.tek.com/digital-oscilloscope
https://www.hioki.co.jp/jp/products/list/?category=30
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ハードウエア（コマンド体系） 

規格等 概要 備考 
IEEE488.1-1975 ハードウエアの仕様 主に電気的な仕様を定義 

IEEE488.2-1987 共通コマンドを定義 *RST（リセット）、*IDN?（機器のID要求）など 

SCPI（1990年代） 機器固有のコマンドを共通化 異なるメーカでも同じコマンドで動作するようになる。 

IEEE488.1-2003 通信速度の高速化 最大8MBytes/secでNational Instruments社のHS-488がベース 

USBTMC GP-IBからUSBへの移行 SRQなどGP-IB特有の機能をサポート 

LXI GP-IBからLANへの移行 Local Area Network Extensions for Instrumentationの略 

PXI PCIベースの通信規格 PCI Extensions for Instrumentation 
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TP について 
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Agenda 

 VBAは簡単でしたか？ 
 プログラミング無しでできないものか？ 
 TP Evaluation Edition はプログラム不要！？ 

TP Evaluation Editionのご紹介 
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VBAは簡単でしたか？ 

 VBAはソフトウエア開発環境 
従って、プログラミングの学習は必須 
 プログラミング以前にインストールでつまづくことも・・・ 
 こんなことに時間をかけている暇はない。他にやることがいっぱい！ 
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プログラミング無しでできないものか？ 

自動でプログラミングしてくれるもの（ＡＩ）は今のところ無い 
 しかし、ある程度機能を限定すれば可能性有り 
自動評価ソフトウエアTPはプログラミング不要！？ 
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TP Evaluation Edition 

 TP (Test Process automation) ソフトウエアの評価版 
 スイッチング電源の自動評価（計測＆リポート作成）用ソフトウエア 
多くのスイッチング電源メーカ様へ導入実績 
一部の機能を制限し「評価版」として無償でご提供 
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Process Creator 

 テストプロセスの作成、実行、デバッグ 
基本的にプログラミングの知識は不要 
 テストの手順を組み立てるだけでＯＫ！ 
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Report Creator 

 テストリポートの作成支援ツール 
測定結果を Microsoft Excel に転送 
 あとは Excel で作業が完結 
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テストプロセスとは？ 

従来はテストプログラムとしていたものですが、自動計測だけで
なくリポート印刷まで対応したためプロセスとしました 

 

※右の画面はスイッチング電源用
の自動評価プロセス作成例ですが
、他の評価でも基本的には同じで
す。 
 
※テストプロセスの作成は１文字
単位でキーボードから入力するの
では無く、あらかじめ用意された
テンプレートからの選択により容
易に作成出来ます 
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すぐに使えなければ・・・ 

導入から稼働までの期間を最短に！ 
トラブル発生時の復旧時間を最短に！ 
トレーニング時間を最短に！ 
技術者は超多忙！ 

TPでは計測器用のドライバソフトなどの

面倒なソフトウエアの作成は必要有りま
せん。 
全く新しい計測器であっても容易にシス
テムに組み込んで使用することが可能で
す。 
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Process Creatorの機能 

テストプロセスの作成 
テスト実行・デバッグ 
計測結果のモニタ 
自動計測の実行 

テストプロセスを作成したら、すぐに
その場でテスト実行し、測定結果等を
確認することが出来ます。 
 
また、右の画面のように複数のプロセ
スを同時に実行することも出来ます 
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使用機器の登録 

登録・組み替えは容
易に可能 
新規計測器の登録も
容易に可能 

新しい機器の登録は右の画面のよ
うに、登録機器の一覧に追加する
だけですぐに使えるようになりま
す 
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機種変更を容易に 

故障等による緊急時の対応を迅速に 
設定変更のみ。プログラム等の変更は不要 

右の例では、KEISOKU GIKEN製の交
流電源（PA-2002）をAC入力の設定

用に使用するという設定になっていま
す 
 
例えば、AC入力の測定も行いたい場

合は「設定」を「設定＆測定」に変更
するだけで交流電源による測定が可能
となり、プログラムの変更は全く不要
です。 
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正規化計測器とは・・・ 

計測器の機能を正規化し登録を容易に 
自動評価に必要な機能を想定 

近年の計測器は膨大な機能を持っており、
それを覚えるだけでも大変です。 
TPでは計測器の持っている機能の中から実

際に必要な機能だけを登録するだけで、す
ぐに使えるようになります。 
従って、使わない機能は画面上に現れない
ため結果的にわかりやすくなるのです。 
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IEEE488.2 / SCPI 

IEEE488.2/SCPI規格で
標準コマンド体系を規定 
IEEE488.2/SCPI規格準

拠の機器は比較的容易に
登録可能 
現在では計測器の標準的なインターフェース
となっているGP-IBのANSI規格番号が
IEEE488.1で、この規格は計測器のコントロ

ール仕様（手順）までは定義していませんで
した。このため各社ばらばらに独自仕様を定
義し、結果的に使用するユーザのソフトウエ
ア作成の負担が増加しました。 
これを改善するために定義されたのが
IEEE488.2及びSCPI（計測器のコマンド標準
化）となっています。 
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USB → GP-IBコンバータ 

全てのPCに標準装備しているUSBを使ってGP-
IB機器をコントロール可能 
組み込み（接続）が容易 

TPではNI社製のUSB-GPIB-HS+に標準

対応していますので、パソコンのケー
スを開けてGP-IBボードを挿入するとい
う面倒な作業は必要有りません。 
USBコネクタにケーブルを挿入するだ
けですぐにGP-IBが使用出来るようにな
ります 
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インターフェースが無かったら・・・ 

右の画面でおわかりのように、TPではイン

ターフェース「無し」という選択が有りま
す。馬鹿馬鹿しいとお思いになるかも知れ
ませんが、この場合測定値はオペレータか
ら入力してもらうことになります。 
つまり、入力してもらう以外は測定結果の
保存や管理等がインターフェースが有る場
合と全く同じに管理出来るわけです。 
これでは自動計測とは言えませんが、イン
ターフェース付きの機器が故障などで使え
なくなったときにインターフェースの無い
機器でもすぐにバックアップとして使用す
ることが出来るというメリットも有るので
す。 

インターフェース不要！？ 
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役に立つヘルプとは？ 

ヘルプ不要が理想 

近年のソフトウエアは高機能化
しており、同時にそのヘルプも
肥大化しています。ヘルプのヘ
ルプが欲しいという冗談も有る
くらいです。 
右の画面を見ておわかりのよう
に、TPでは画面の中でわかりに

くい部分には出来る限り説明を
書くようにしています。 
忙しい技術者はヘルプを開いて
探す時間すら惜しいのですから
！ 
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プログラム作成不要！？ 

プロセスの自動生成 

TPでは自動評価プログラミングの手間を省

くために「プロセスの自動生成機能」を持っ
ています。 
ひな型プロセスを自動生成することが可能で
すので最小限の手間で作成することができま
す。 
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挿入ポイントを間違うと・・ 

おかしい行のアイコンがリアルタイムで変わり
ます 

右の画面を見ておわかりのよう
に、行を挿入したことでプロセ
スの構造がおかしくなった場合
、構造上おかしいと思われる部
分のアイコンが（黄色のビック
リマークに）変わりますので、
すぐにおかしい部分に気付くよ
うになっています。 
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Undo （やり直し）機能 

10回前の状態までのアンドゥー
（操作取り消し）機能 
その逆のリドゥー（やり直し）
機能 

人間は間違うものです。間違いを恐れずにど
んどん使って下さい。間違ったらアンドゥー
すれば良いのですから。 
アンドゥーし過ぎたら、リドゥーでもとに戻
れます。 
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プロセスコール 

テストのライブラリ化に対応 

右の画面のようにライブラ
リ化したプロセスは左側の
メニューに表示されます。 
 
ここでは「AC入力測定」

などがライブラリになって
います。 
実績の有るプロセスをライ
ブラリ化することで効率的
に運用することが出来ます
。 
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テストパラメータ 

最大100種類まで登録可能 

TPではテスト条件をテストパラメー

タとし、テストプロセス本体とは分
離して管理するようになっています
。 
 
これによりテスト条件が変わったら
、テストプロセス本体を変更する必
要は有りません。テストパラメータ
のみの変更で対応することが出来ま
す。 
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テストパターンによる繰り返し 

テストしたい条件をピックアップして
選択するだけ 

様々なテスト条件を変化させながら
繰り返すには、右のように必要な条
件を複数選択するだけです。 
あとはTPソフトウエアが自動的に条

件を設定しながら測定を実行してく
れます。 
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計測結果はすぐに見たい 

各種計測モニタ機能
を用意 
実行と平行してモニ
タリング可能 

TPでは自動計測を実行しながら同時

に測定結果を様々な形式で確認するこ
とが出来ます。 
右上はグラフ形式、右下が波形形式、
左下が数値（シングル）形式、その上
が数値（複数）形式のモニタとなって
います。 
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自動計測ポータルサイトのご紹介 
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パワエレ事業部 
〒212-0055 神奈川県川崎市幸区南加瀬4-11-1 
TEL: 044-223-7950 FAX: 044-223-7960 
E-mail: PWsales@hq.keisoku.co.jp 
 

http://www.ppt-vorlagen.de/
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